
Analog Dialogue 51-01 1

StudentZone—2017年1月 
電子工学のプロジェクトに役立つ実用的なヒント
著者：Anne Mahaffey

Share on

図  2 .  好ましくない配線の例。このようなブレッドボードを 
作製すると後で後悔することになります（写真提供 :  図  1 

と同じく  K e v i n  J o h n s o n  氏）。

しかし、前述したような経験は、4年生の時のプロジェク
トに取り組むうえでは何の役にも立たないように感じられ
ました。筆者らは（ミニチュアの）自律走行車の開発に取
り組んでいました。あまり難しいことのようには聞こえ
ないかもしれませんが、筆者のグループは、それをアナ
ログ回路によって実現することにしたのです（このプロ
ジェクトのグループには、制御理論に精通した人物がい
ました。筆者は今でもこの人に感謝しています）。筆者
らが適切に実装できたのは、壁にぶつかる前に自律的に
走行を停止する機能だけでした。それでも、マイクロコ
ントローラを使用して車両を構築しようとしたグループ
よりも優れた成果を上げることができたと考えています。

筆者らには、自らを導くための経験がほとんどありませ
んでした。そのため、設計のあらゆる側面について  1  つ 
1  つ調査することにしました。壁が近づいていることを認
識するためにはどのようなセンサーを使えばよいのか、
そのセンサーはどうやって購入するのか、センサーを入
手したらそれをどのように接続すればよいのか、出力信
号をどのようにして解釈するのか。こうした検討を行う
うえで、電子回路の実験で培った筆者の経験はさほど役
には立ちませんでした。

おそらく、そのプロジェクトを進める上で役立つリソー
スは豊富に存在していたはずです。しかし、筆者はその
多くに気付くことができませんでした。当時は、まだイ
ンターネットが普及していなかったからですが、ここ何
年かの間に、筆者は新たなプロジェクトを開始する際に
参考になるリソースを数多く見つけました。そのうちの
いくつかは、読者の皆さんがプロジェクトを進める際に
必ず役に立つはずです。

筆者が初めて回路の基礎講義を受けたのは、随分前のこ
とです。しかし、それほど昔のことであるという実感は
ありません。回路に関する理論は非常に興味深いもので
した――。というのは嘘で、実際には退屈な話ばかりで
非常にもどかしく感じていました。ところが、ブレッド
ボードを使って初めて回路を実装した時、筆者はその虜
になったのです。

電子回路の実験の授業は、あっという間に筆者のお気に
入りの時間になりました。自分が作製したブレッドボー
ドの問題を検出するには、全ての電源やグラウンドの接
続、全ての信号のノードをトレースしてプロービングす
る必要があります。蜘蛛の巣のように張り巡らされた配
線を、身をかがめながら何時間も確認し続けなければな
りません。しかし、その作業もまったく苦ではありませ
んでした。そのようなトラブルシューティングがあまり
にも楽しかったため、その後、電子回路の授業ではボラ
ンティアで実験の助手を務めていたほどです。

そのような経験に基づき、専門家からのヒントとして  1 
つの教訓をお伝えしておきます。それは、整然とした回
路を構築することにより、回路のトラブルシューティン
グは格段に容易になるということです。図  1  に示すよう
に、配線はきれいに切りそろえて、ブレッドボード上に
フラットに配置するべきです。決して図  2  のような配線
を行うべきではありません。

図  1 .  ソルダーレス・ブレッドボード上で整然とした配線に 
よって構築した回路（写真提供 :  ジョージア工科大学  電気 /コ
ンピュータ工学  デジタル設計研究室  K e v i n  J o h n s o n  氏）
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なお、ブレッドボードによる回路の試作を始める際に知
っておくべきことは、2016年11月の  S tuden tZone  の記
事にまとめてあります。 

analog.com/jp で無償サンプルを入手

1つ目のリソースとして、アナログ・デバイセズが提供
する無償のサンプル・プログラムを紹介します。製品ペ
ージを開き、下方向にスクロールすると「サンプル＆購
入（Sample  &  Buy）」が表示されます。これにより無
償でサンプルを注文することができます。すでに無償サ
ンプルが提供されている製品の場合、「アナログ・デバ
イセズに注文（Order  f rom Analog Devices）」に「サン
プル注文（Sample）」ボタンが表示されます。

図 3. アナログ・デバイセズの製品ページ。 
無償のサンプルを注文することができます。

詳細については、その上にあるリンクを参照してくださ
い。なお、サンプルを注文するには、myAnalog  のアカ
ウントを登録する必要があります。また、アカウントの
登録には、必ず所属している大学のメール・アドレスを
使用してください。「Gmai l」や「Yahoo!メール」とい
ったフリー・メールのアドレスを使ってサンプルを注文
することはできません。

ウェブ上での部品の検索／注文

ブレッドボードを作製する場合、 IC のパッケージとして
はD I Pが適しています。では、D I P版のサンプルが提供
されておらず、購入することしかできない場合にはどう
すればよいのでしょうか。そうしたケースでは、必要な 
IC  を  Dig i -Key や  Mouser  などのサプライヤから購入す
ることが選択肢となります。筆者の場合、部品の検索に
ついては  Oc topa r t  も活用しています。例えば、ポテン
ショメータ「AD5206」の中でも  DIP を採用した  10  kΩ
版を入手したいとします。その場合、Octopar t  のサイト
でAD5206を検索すると、図4のようなページが表示され
ます（ h t t p s : / / o c t o p a r t . c o m / s e a r c h ? q = A D 5 2 0 6 & s p e c s .
r e s i s t ance .va lue=10000&s ta r t=0&specs . ca se_package .
va lue=DIP）

図  4 .  O c t o p a r t  における  A D 5 2 0 6  の検索結果。 
電子部品のサプライヤのサイトで部品検索を行うと、 

このようなページが表示されます。

AD5206 はデジタル制御型のポテンショメータであり、さ
まざまなプロジェクトで活用できます。しかし、analog .
com/ jp  では、DIP版の無償サンプルは入手できません。
そのため、Octopar t  に一覧表示されたいずれかのサプラ
イヤから、予算に応じて購入を行うことが1つの選択肢
になります。 

Octopar t  を参照する場合にも、いずれかのサプライヤの
ウェブ・サイトを直接参照する場合にも、必ずMOQ（最
小発注数量）に注意してください。MOQ だけが異なる同
じデバイスが、複数のSKU（最小管理単位）で販売され
ていることがよくあります。 

DIP版が見つからない場合の対処

S O I C（またはその他のパッケージ）のデバイスを使用
し、ブレッドボード上に回路を構築したいケースを考え
ます。例えば、AD5206 の無償サンプルは、図  5  に示し
た  SOIC と  TSSOPで提供されています。

このような場合、ブレークアウト・ボードを使用するこ
とで、S O I CからD I Pへピンの変換を行うことができま
す。SOIC のデバイスを使用してブレッドボードを製作し
たい場合には非常に便利です。ただし、ブレークアウト・
ボードを利用するには、自分でハンダ付けを行うか、ある
いはハンダ付けについて誰かに教わる必要があります。

筆者の場合、ブレークアウト・ボードと回路については 
sparkfun.com と  adafrui t .com に掲載されているチュート
リアルを参照しています。どちらのサイトにも、SOIC か
ら  DIP への変換用アダプタの情報が掲載されています。
試しに、サイトの検索バーに「SOIC」と入力してみてく
ださい。その結果、次のような製品のページを参照する
ことができます。

 X ht tps : / /www.adaf ru i t . com/products /1208
 X ht tps : / /www.sparkfun .com/products /496

余談ですが、これらの製品を比較した場合、adafrui t .com 
のブレークアウト・ボードの方が柔軟性が高く、使いやす
いと考えられます。パッドが長めに設けられているため、
複数種のSOICを配置できるだけでなく、ハンダ付けも少
し容易になるはずです。

http://www.analog.com/media/en/analog-dialogue/studentzone/studentzone-11-2016.pdf
http://www.analog.com/jp/support/customer-service-resources/sales/sample-products.html
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http://www.analog.com/jp/AD5206
https://octopart.com/search?q=AD5206&specs.resistance.value=10000&start=0&specs.case_package.value=DIP
https://octopart.com/search?q=AD5206&specs.resistance.value=10000&start=0&specs.case_package.value=DIP
https://octopart.com/search?q=AD5206&specs.resistance.value=10000&start=0&specs.case_package.value=DIP
http://www.analog.com/jp/index.html
http://www.analog.com/jp/index.html
https://en.wikipedia.org/wiki/Small_Outline_Integrated_Circuit
https://en.wikipedia.org/wiki/Small_Outline_Integrated_Circuit#TSSOP
https://www.sparkfun.com/
http://adafruit.com/
https://www.adafruit.com/products/1208
https://www.sparkfun.com/products/496
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24リードの TSSOP
（RU-24）
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ハンダ付けの方法を学ぶ

ハンダ付けについての知識がない場合にも、sparkfun .
com と  adaf ru i t . com を参照することをお勧めします。
どちらのサイトにも、素晴らしいチュートリアルと動画
が用意されています。例えば、DIPへの変換用のブレー
クアウト・ボードにSOICをハンダ付けしなければなら
ない場合には、以下のページで表面実装のテクニックに
ついて学ぶとよいでしょう。 

 X ht tps : / / l earn .adaf ru i t . com/adaf ru i t -guide-exce l len t 
- so lder ing/sur face-mount?view=al l

 X ht tps : / /www.sparkfun .com/ tu tor ia l s /ca tegory /2 
一方、スルーホール型の部品をハンダ付けしたい場合に
は、以下のページが参考になります。

 X ht tps : / / l earn . sparkfun .com/ tu tor ia l s /
how-to-so lder- - - through-hole-so lder ing

 X ht tps : / / l earn .adaf ru i t . com/col l ins - lab-so lder ing/
v ideo?view=al l

ハンダ付けの習得には時間がかかります。上達するには
実践あるのみです。ハンダ付けを容易に行うための器具
も販売されていますが、それらを全て買いそろえようと
すると、費用がかさんでしまう可能性があります。1  つ
の方策は、そうした器具を使わせてくれるメーカーの施
設や実験室が存在しないかどうか探してみることです。
また、ハンダ付けの作業は、万力、照明、拡大鏡、ピン
セットなどがあるだけでもかなり容易になります。ハン
ダごてについても、ぜひ使いやすいものを探してみてく
ださい。ここまでに紹介した各チュートリアルでは、お
勧めのハンダごてが紹介されています。

今回初めて  S t u d e n t Z o n e  を読んだという方は、アナロ
グ・ダイアログのバックナンバーで過去の記事を検索し
てみてください。また、アナログ・ダイアログについて
の情報をメールで受信したい場合には、myAnalog  のア
カウントを登録してください。

そのうえで「Manage  Updates（登録の管理）」→「My 
Newsle t te rs（ニュースレターの管理）」のセクション
でメールの登録を行ってください。

図  6 .  M y A n a l o g  のアカウントの設定

今月の問題

あなたの思考を刺激するというこれまでの流れに従っ
て、今月もクイズをお届けします。図  7  に問題を示しま
した。正解は、EngineerZone

®
 の  S tudentZone  で確認す

ることができます。
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図  7.  問題 :  
1  m Aの電流源にかかるソース電圧を求めなさい。

図  5 .  デジタル・ポテンショメータ「A D 5 2 0 6」のS O I C版とT S S O P版

https://learn.adafruit.com/adafruit-guide-excellent-soldering/surface-mount?view=all
https://learn.adafruit.com/adafruit-guide-excellent-soldering/surface-mount?view=all
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https://learn.sparkfun.com/tutorials/how-to-solder---through-hole-soldering
https://learn.adafruit.com/collins-lab-soldering/video?view=all
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